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研究成果の概要（和文）：ジネーンドラブッディの『集量論複注』第三章後半部分の梵語テキス

トの批判的校訂本の作成、ディグナーガの『集量論』およびその『自注』の該当部分の梵語テ

キストの復元、これら三テキストの英訳と和訳の作成を完成した。第四章については、三テキ

ストの校訂／復元と和訳の第一段階が完了している。これらの成果にもとづいて、多くの学会

発表、学術論文の公表が行われた。ディグナーガの論理学の体系的記述も試みた。 

 

研究成果の概要（英文）：The three-years project produced (1) Critical and Diplomatic 

Editions of the last half of the third chapter of Jinendrabuddhi’sPramāṇasamuccayaṭīkā, 
(2) Sanskrit Reconstruction of the same portion of Dingāga’sPramāṇasamuccaya and its 
Svavṛtti, (3) English and Japanese translations of the above three texts, and (4) Trial 
version of Critical Edition of Pramāṇasamuccayaṭīkā and Sanskrit Reconstruction of 
Pramāṇasamuccaya-svavṛtti chapter 4 together with Trial Japanese translation. A team of 
scholars who joined this project presented and published many academic papers based on 

the above results, including a systematic presentation of Dignāga’s logic. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 インド論理学史においてターニグポイン

トとなる新理論を提示した仏教論理学者、デ

ィグナーガ（約 480～530）の研究は、その著

作のほぼすべての梵語原典が散逸している
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ため、漢訳やチベット語訳によって進められ

て来た。宇井伯寿、トゥッチ、北川秀則、服

部正明などの優れた業績は、すべてそのよう

な制約の下で生み出されたものである。 

 この状況を一変させたのは、ディグナーガ

の主著『プラマーナ・サムッチャヤ（集量論）

自注』に対するジネーンドラブッディの『複

注』の梵語写本がチベットの僧院で発見され

たことであった。ウィーン大学／オーストリ

ア科学アカデミーのエルンスト・シュタイン

ケルナー教授は、北京の中国蔵学研究中心の

協力のもとに、いち早くその写本の写真を入

手して、『集量論複注』の写本の解読と校訂

を試みて来た。その成果は、同書第一章の

Diplomatic Edition（転写本）と Critical 

Edition（批判的校訂本）の出版(2005)とし

て結実している。また、それにもとづく『集

量論』第一章の復元梵語テキストがネット上

に公開されている。さらに、第二章に関して

も既に校訂作業は終了し、遅くとも本年中に

は出版される予定である。 

 研究代表者は、シュタインケルナー教授よ

り、『集量論複注』全六章のうち第三章、第

四章、第六章の批判的校訂本の作成を依頼さ

れている。オーストリア科学アカデミーのチ

ームは、ヘルムート・クラッサー博士を中心

に同書第五章の校訂作業を開始している。 

 本プロジェクトに先行する、科学研究費補

助金による研究において、既に第三章前半の

校訂を終了している。従って、本研究は、第

三章の後半部分、さらには第四章の校訂を目

指すものであった。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、『集量論複注』第三章後

半部分と第四章の校訂作業を行い、その結果

として得られる、当該部分の『集量論』およ

びその『自注』の梵語テキストの復元を試み

ることであった。さらに、これらの文献学的

成果にもとづいてディグナーガ論理学の体

系的な記述を提示することが最終的な目的

であった。 

 

３．研究の方法 

 

 上の目的を達成するために次のような方

法をとった。 

 

(1) 『集量論複注』の梵語写本の写真版及び

試みの転写はオーストリア科学アカデ

ミーから提供された。同書のチベット語

訳 テ キ ス ト は Asia Classic Input 

Project から入手可能。 

(2) まず、研究協力者の岡崎康浩博士が、こ

れらの資料にさらに『集量論自注』のチ

ベット語訳テキストを加え、複数のチベ

ット語訳が存在する場合は、それらを校

合し、転写本を写本の写真と照合した上

で、『集量論自注』のチベット語訳の校

訂テキストと復元梵語テキスト、『集量

論複注』の梵語・チベット語訳の校訂テ

キスト、さらに両テキストの現代日本語

訳を準備する。 

(3) その成果をオーストリア科学アカデミ

ーの研究員である研究協力者の渡辺和

俊博士が検討し、必要な修正と独自の和

訳を加えた、新バージョンを作成する。 

(4) 毎月二回、長期休暇中には集中的に開催

する検討会に、サンスクリット写本研究

の第一人者である京都大学准教授のデ

ィワーカル・アーチャーリヤ博士や、神

戸女子大学の狩野恭教授、京都産業大学

の志賀浄邦講師、京都大学白眉プロジェ

クトの志田泰盛助教などが集まり、岡

崎・渡辺両氏の成果を検討し、最終的な



校訂テキストと英訳を作成する。 

(5) Critical Edition は研究代表者の桂、

Diplomatic Editionは筑波大学の小野准

教授が最終的な整理を行う。 

 

４．研究成果 

 

 この三年間で、『集量論複注』第三章（の

後半部分、すなわち「他者の為の推理」すな

わち、論証を構成する三要素（主張命題、証

因、喩例）のうち「証因（理由）」と「疑似

証因」に関する、仏教徒の世親（Vasubandhu

五世紀）に帰せられる『ヴァーダ・ヴィディ』

（論軌）、仏教以外のニヤーヤ学派、ヴァイ

シェーシカ学派、サーンキヤ学派の諸説を取

り上げ、徹底的にディグナーガが批判する箇

所の批判的校訂を完了した。論証を構成する

第三の要素「喩例」と「疑似喩例」について

は、岡崎氏が既に試みの批判的校訂テキスト

を作成し終えている。 

 第四章、第六章については、平成 24 年度

から始まる新しい科学研究費補助金による

研究プロジェクに引き継ぎ、完成させる予定

である。 

 具体的な研究成果としては、『集量論複注』

の当該箇所の批判的校訂本と和訳・英訳を完

成し、『集量論』および『集量論自注』の梵

語テキストの復元と和訳・英訳を完成したこ

とである。『集量論複注』の Critical Edition

と Diplomatic Edition は、同書の他の章と

同様に北京の中国蔵学研究中心から出版さ

れることになる。『集量論』および『集量論

自注』の復元梵語テキストは、第一章と同様

にネット上での公開を考えている。和訳・英

訳に関しては、目下のところ公開を考えては

いない。 

 研究グループの公表した成果を次にあげ

ておくが、一緒に読んだテキストを利用して

各自が多数の研究発表を行い、研究論文を公

刊している。ディグナーガの論理学の体系的

な記述については、研究代表者の「仏教論理

学の構造とその意義」（論文 No. 16）に纏め

られている。 

 今回のプロジェクトの成果として、今まで

未知であった世親やインド哲学各派の論理

学テキストの断片が多く回収されたことで

ある。特に、サーンキヤ学派の『六十科論』

の断片が多く発見され、サーンキヤ学派の論

理学の歴史的考察に資するところ大である。 

 本プロジェクトの成果は、今年８月北京の

蔵学研究中心で開催される国際学会で研究

代表者が発表する。研究分担者や研究協力者

も今年の様々な学会でその成果を公表する

予定である。 

 本プロジェクトでなし得なかったことは、

既に始まっている新しい研究プロジェクト

で完遂するつもりである。 
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